
JP 6148862 B2 2017.6.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ及びビデオストリームを有するビデオ及びオーディオベースの第１のメディ
アサービスと少なくとも１つのオーディオストリームを有する１つ又は複数の第２のメデ
ィアサービスとを同期させるための方法であって、前記第１のメディアサービスのオーデ
ィオストリームは前記１つ又は複数の第２のメディアサービスそれぞれのオーディオスト
リームに対応しており、
　前記第１のメディアサービスを受信するステップと、
　前記受信した第１のメディアサービスが、ライブイベントであるか否かをチェックする
ための要求を、電子番組ガイドに送信するステップと、
　前記第１のメディアサービスがライブイベントである場合に、前記第１のメディアサー
ビスと同じライブイベントをカバーし、アクセス可能である１つ又は複数の第２のメディ
アサービスがあるか否かを前記電子番組ガイドから検索するステップと、
　少なくとも１つの第２のメディアサービスを受信するステップと、
　前記第１のメディアサービスと同じライブイベントをカバーする前記１つ又は複数の第
２のメディアサービスそれぞれについて、前記第１のメディアサービスのオーディオスト
リーム及び前記第２のメディアサービスのオーディオストリームの再生を同期させるステ
ップと、
　前記１つ又は複数の第２のメディアサービスそれぞれについて、前記第１のメディアサ
ービスのオーディオストリーム及び前記第２のメディアサービスのオーディオストリーム
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の再生の現在の同期状態のステータスインジケータを表示するステップと、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記同期状態が変化した場合に前記ステータスインジケータを更新するステップを更に
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のメディアサービスのうちの１つを再生のために選択するステップを更に含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ディスプレイを搭載したモバイルデバイスを、前記第１のメディアサービス及び前記第
２のメディアサービスを受信するテレビジョン受像機に接続するステップを更に含み、
　前記表示するステップは、前記ステータスインジケータを前記モバイルデバイスの前記
ディスプレイに表示するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電子番組ガイド（ＥＰＧ）から前記第２のメディアサービスのプロパティを表すデ
ータをインポートするステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のメディアサービスのうちの１つのプロパティを示す情報を表示するステップ
を更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記同期させるステップは、前記第１および第２のメディアサービスの前記オーディオ
ストリームの再生を手動で同期させるステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記同期させるステップは、前記第１及び第２のメディアサービスの前記オーディオス
トリームの再生を自動的に同期させるステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のメディアサービスに含まれるオーディオフィンガープリント、メタデータ、
及び／又はタグを自動同期のために使用するステップを更に含む、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　ディスプレイ上にスライダーのグラフィカル表現を表示するステップと、
　前記第１及び第２のメディアサービスの手動の同期を得るために前記スライダーの位置
を調整するステップと、
を更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のメディアサービスと前記第２のメディアサービスとの間の同期を得るために
決定されたパラメータを格納するステップを更に含む、請求項８から１０のいずれかに記
載の方法。
【請求項１２】
　インターネット、ケーブルネットワーク、衛星放送、地上波放送、ＤＳＬネットワーク
、またはＷＬＡＮネットワークを介して前記第１及び第２のメディアサービスを提供する
ステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオとビデオストリームを有する第１のメディアサービスを、少なく
ともオーディオストリームを有するテレビ放送やラジオ放送などの第２のメディアサービ
スに同期する方法に関連している。特に、本発明は、請求項１に記載の方法に関連してい
る。
【背景技術】
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【０００２】
　今日では、大きなスポーツ、音楽、文化的あるいは政治的なイベントは、そのような大
きなイベントが潜在的に膨大な観客を魅了するため、同時に複数のテレビやラジオのプロ
グラムプロバイダによって、ライブイベントとして放送されることが非常に一般的である
。多くの場合、ラジオのアナウンサーは、サッカーの試合のようなスポーツイベントのた
めに最も刺激的なコメントを提供する。同様の状況は大きな音楽コンサートや政治的な議
論の場合にも存在し、テレビで視聴可能であり、またラジオでもフォローすることができ
る。テレビでスポーツイベントを視聴しているユーザーがテレビのスピーカーをミュート
して同じスポーツイベントに関連するラジオ放送を聞くために彼のラジオ受信機をオンに
している状況を想像してみて欲しい。そのような状況では、テレビ信号はラジオの信号の
ために必要とされる処理に比べてはるかに大きい処理を必要とするため、ユーザーがラジ
オ放送がテレビ放送に対して数秒先行することに気づくはずである。
【０００３】
　実際に、生放送イベントは、さまざまなソースによって同時に撮影された場合でも、テ
レビやラジオは受信側で完全に同時には使用できない。これは、通常、伝送の遅延やレイ
テンシがラジオよりもテレビのほうが高くなることが主な要因である。また、エンドユー
ザー（例えば、衛星、ケーブル、ＡＤＳＬ、ＤＶＢＴ）にオーディオとビデオを配信する
さまざまな方法はレイテンシが同一ではない。この待ち時間は、１つのソースと別のソー
ス間で数秒間異なっている可能性が有る。この点について述べると、異なる待ち時間が地
上波または衛星伝送で従来の方法で放送されているラジオ及びテレビ番組の間にのみ発生
する訳ではないことは明らかである。したがって、以下において用語「メディアサービス
」は異なる通信チャネルを介して異なるプロバイダーによって異なるフォーマットで提供
される非常に多種類のメディア表すために使用される。この意味でのメディアサービスは
、オーディオ、ビデオ、テキストの放送だけでなく、マルチメディアファイルやストリー
ミングメディアを含めなければならない。オーディオベースのメディアサービスは、対応
する音声信号を含んでいる。ビデオベースのメディアサービスは、対応するビデオ信号を
含んでいる。このような種類のメディアサービスは、セットトップボックス、テレビ、ラ
ジオ、コンピュータなど適切な受信装置で受信することができる。しかしながら、本発明
に関しては受信したメディアサービスの種類は関係無い。以下において、我々はまた、特
定のフォーマットの独立性を示すために、用語 「ビデオストリーム」と 「オーディオス
トリーム」を使用する。本発明は２つのメディアサービスの異なるレイテンシを扱ってい
る。
【０００４】
　上記の例に戻ると、上記のように、利用可能なオーディオ信号とＴＶ信号の同期をとる
ことは、高品質なユーザー体験を得るために必要とされる。
【０００５】
　この問題は、同じメディアコンテンツに対応する第１のメディアサービスと第２のメデ
ィアサービスとの間で自動的に再生を同期させるための方法を開示している米国特許出願
公開第２００６／０１５６３７４／Ａ１によって解決されている。この公知の方法は少な
くとも１つのメディアサービスの再生の時間スケールを調整して第１のメディアサービス
と第２のメディアサービスとの間で再生を自動的に同期させることを示唆している。
【０００６】
　本発明は、満足できるユーザー体験を達成するために同期化する必要があるテレビのチ
ャンネルとラジオ放送の文脈で説明されているが、本発明がこの種の状況に限定されない
ことは当業者にとって明らかである。むしろ、本発明は、１つのメディアサービスのオー
ディオストリームを、別のメディアサービスのオーディオストリームに置き換えなければ
ならない場合に常に適用することができる。別の具体例として、様々な国からの複数のテ
レビ放送局でカバーされる国際的なサッカー試合の状況を考慮することができる。ユーザ
ーの母国のテレビ放送がＳＤ（標準）画質のテレビ品質で放送しているときに、外国のテ
レビ放送局がＨＤ（高精細）テレビ品質でサッカー試合を配信している状況があるかも知
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れない。このような状況では、ユーザーは、第１のメディアサービスとして外国のテレビ
放送のビデオストリームをテレビで鑑賞する一方、第二のメディアサービスとして母国の
テレビ放送の音声ストリームを聴取することを決定することができる。このアプローチを
使用して、ユーザーは言語の問題に煩わされることなく、ＨＤテレビの画質を楽しむこと
ができる。また、このような状況では、異なる2つの放送径路における異なるレイテンシ
のために第１のメディアサービスを第２のメディアサービスに同期させる必要があるかも
知れない。それにもかかわらず、ほとんどの場合において、本発明は一方でビデオベース
のメディアサービスに適用され、他方でオーディオベースのメディアサービスに適用され
る。
【０００７】
　説明したすべての状況では、依然として、同じライブイベントをカバーする異なるメデ
ィアサービスの利用を容易にするユーザーのためのより良いサポートを提供する必要性が
ある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ＴＶ放送のライブイベントの視聴者との対話方法に関し、簡単な方法でその
視聴者が現在選択されているテレビチャンネルとは別であるが同一のイベントを扱うソー
スによって配信されたオーディオストリームを選択し、表示されている動画への関連付け
を行うことを可能にする対話方法に関する。
【０００９】
　この方法は、現在テレビで表示されているものと同じライブイベントを扱ういくつかの
利用可能なオーディオストリームを知ってデコードすることができ、テレビチャンネルで
配信された基準の１つにこれらのオーディオストリームを同期させることを可能にする技
術に依存している。
【００１０】
　具体的には、本発明は、オーディオおよびビデオストリームを有するビデオおよびオー
ディオベースの第１のメディアサービスと、少なくともオーディオストリームを有する１
つまたは複数の第２のメディアサービス（複数可）とを同期させるための方法を示唆して
おり、第１のメディアサービスのオーディオストリームが第２のメディアサービスのオー
ディオストリームに対応しており、該方法は、
　第１のメディアサービスを受信するステップと、
　少なくとも１つの第２のメディアサービスを受信するステップと、
　第１及び第２のメディアサービスのオーディオストリームの再生を同期させるステップ
と、
　第１及び第２のメディアサービスのオーディオストリームの再生の現在の同期状態のス
テータスインジケータ（３０１、５０１、６０１）を表示するステップと、を含んでいる
。
【００１１】
　有用な実施形態において、本発明は、同期状態が変化した場合、ステータスインジケー
タを更新するステップを更に含む。変更は、ステータスインジケータのグラフィック及び
/または英数字の内容の変更を含むことができる。
【００１２】
　好都合なこととして、この方法はさらに、再生のためも第２のメディアサービスのうち
の１つを選択するステップを含む。
【００１３】
　オプションとして、本方法はディスプレイを搭載したモバイルデバイスを接続するステ
ップを含む。そして、本方法は、例えば、Ｗｉｆｉのタブレット、スマートフォンのよう
な第２の利用可能な画面、またはこのような第２の画面が利用できない場合にはテレビ画
面上に実装して使用することができる。
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【００１４】
　本方法がメディアサービスのオーディオストリームに対応する第二のオーディオメディ
アサービスを電子番組ガイド（ＥＰＧ）で検索するステップを含む場合は、追加の機能を
ユーザーに提供することができる。この場合、本方法は、電子番組ガイド（ＥＰＧ）から
第２のオーディオメディアサービスのプロパティを表すデータをインポートするステップ
を含むことができる。
【００１５】
　好都合なこととして、本方法は、第２のオーディオメディアサービスの一つの特性を示
す情報を表示するステップを更に含む。
【００１６】
　別の有利な実施形態によれば、本方法は、手動でまたは自動的に第１および第２のメデ
ィアサービスの再生を同期させるステップを含む。第１及び第２のメディアサービスが自
動的に同期される場合、この方法は、第２のオーディオメディアサービスに含まれるオー
ディオフィンガープリント、メタデータ、及び／またはタグを同期のために使用すること
ができる。
【００１７】
　オーディオストリームの間の自動的な同期が何らかの理由で不可能な場合は、視聴者に
は手動で同期化する可能性が提供される。この目的のためにこの方法はさらに、別の実施
形態において、スライダーのグラフィカル表現をディスプレイ上に表示し、スライダーの
位置を調整して第１及び第２のメディアサービスの同期を手動で取るステップを更に含む
。
【００１８】
　有利な点として、この方法は第１のメディアサービスと第２のメディアサービス間の同
期を得るように決定されたパラメータを格納することが可能である。
【００１９】
　この方法は、適用の柔軟性を高めるために、さらにインターネット、ケーブルネットワ
ーク、衛星放送、地上波放送、ＤＳＬネットワーク、およびＷＬＡＮネットワークを介し
て第１及び第２のメディアサービスを提供する工程を含むことができる。
【００２０】
　本発明の実用的な実施形態では、ユーザインターフェイスは、利用可能な音声ソースと
それぞれの特性（言語、データレート、等）と基準ＴＶチャンネルに対するそれらの同期
状態をユーザーに示す。
【００２１】
　最後に、ユーザーには選択した第二のメディアサービスのオーディオストリームの代替
出力を選択するオプションを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　図面において本発明の例示的な実施形態が示されている。
【図１】スポーツイベントをカバーする放送事業者のインフラストラクチャのセットアッ
プを示す図である。
【図２】本発明を使用するように適合されたハンドヘルドディスプレイ装置の概略図であ
る。
【図３】本発明を使用するように適合されたハンドヘルドディスプレイ装置の概略図であ
る。
【図４】同期化装置のブロック図である。
【図５】図２のハンドヘルドデバイスを異なる状態で示す図である。
【図６】図２のハンドヘルドデバイスを異なる状態で示す図である。
【図７ａ】図２のハンドヘルドデバイスを異なる状態で示す図である。
【図７ｂ】図２のハンドヘルドデバイスを異なる状態で示す図である。
【図８】図２のハンドヘルドデバイスを異なる状態で示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、サッカーの試合等の同一のスポーツイベントをカバーするいくつかの放送事業
者のインフラストラクチャを示している。サッカーの試合は、本発明の有用性を示す好例
である。
【００２４】
　具体的には、図１の左上隅の画像部分１０１にサッカーの試合のゴールキーパーが示さ
れている。ＴＶ放送プロバイダーは複数のカメラ１０２でサッカーの試合をカバーしてい
る。図１では、サッカースタジアムに位置する複数のカメラの代表的なものとして１台の
カメラ１０２のみが示されている。カメラ１０２は、映像データを生成する光学カメラ部
１０３と音声データを生成するマイク１０４を備えている。カメラのマイク１０４は通常
、観客の叫びと拍手のようなスタジアムの雰囲気をキャッチする。同時に、サッカー場で
何が起こっているかをＴＶ視聴者に報告するサッカースタジアムに居るテレビ放送プロバ
イダーのレポーターも存在する。レポーターは、図１に示されておらず、彼のマイク１０
５のみが示されている。カメラ１０２のオーディオとビデオのデータだけでなく、マイク
１０５のオーディオデータが、スタジオルーム１０６に配信される。スタジオルーム１０
６では、技術及びクリエーティブスタッフがレポーターから受信したデータだけでなくス
タジアムに設置された複数のカメラ１０２からのオーディオおよびビデオデータを処理し
、放送する用意が整ったオーディオとビデオストリームを生成する。オーディオおよびビ
デオデータのストリームは衛星１０８にデータを送信する衛星アップリンクアンテナ１０
７に提供される。衛星１０８は受信したデータストリームを地球に戻して衛星放送受信機
１１０、変調器１１１及び送信機１１２を備える基地局１０９に送信する。送信機１１２
は、地上波放送アンテナ１１３と接続されている。衛星放送受信機１１０によって受信さ
れたデータストリームは、変調器１１１によって、放送アンテナ１１３を介してデータス
トリームを地上伝送するように適合された周波数に変調される。同時に、基地局１０９は
受信したデータストリームをケーブルネットワーク１１４に提供し、ビデオストリームと
してインターネット１１５に提供することが可能である。
【００２５】
　サッカースタジアムに話を戻すと、通常ライブイベントをカバーする複数の放送局があ
る。したがって、図１は、他のカメラ１１６をその光学部１１７とマイク１１８と共に示
している。カメラ１１６もやはりサッカースタジアムに存在する複数のカメラの代表であ
る。しかし、場合によっては、放送局が同じカメラのセットを使用することにも留意され
たい。カメラ１０２と同様に、カメラ１１６の光学部１１７はビデオデータを生成し、マ
イク１１８は音声データを生成する。スタジアム内に居る別のレポーターはマイク１１９
によって記号で示されている。カメラ１１６の音声データ、映像データとマイク１１９の
音声データはスタジオルーム１２０に提供される。スタジオルーム１２０では、技術及び
クリエーティブスタッフが放送される用意が整ったオーディオ及びビデオストリームを生
成するために受信したデータを処理する。スタジオルーム１２０は、衛星アップリンクア
ンテナ１２１と接続されている。衛星アンテナ１１８は、衛星１０８にオーディオおよび
ビデオ信号を送信する。衛星１０８からのオーディオ及びビデオ信号は、テレビスタジオ
ルーム１０６からのビデオおよびオーディオ信号と同様の方法で送信される。
【００２６】
　図１には、２つの異なる別々のスタジオルーム１０６と１２０が示されているが、異な
る放送局のスタッフがメディアサービスプロバイダーのためのビデオとオーディオストリ
ームを準備するための１つのスタジオルームのみが存在する場合も有ることに留意された
い。
【００２７】
　最後に、図１は、プロやアマチュアのレポーター１２２がテレビセット１２３の前でコ
ンピュータ１２５に接続されたマイク１２４に話をすることで、試合を見て、試合につい
ての彼自身のルポルタージュを作成しているところを示している。コンピュータ１２５は



(7) JP 6148862 B2 2017.6.14

10

20

30

40

50

、インターネット１１５のインターネットラジオのＷｅｂサイトに接続されている。他の
ユーザーは、インターネットラジオウェブサイトに接続し、レポーター１２２によって生
成されるラジオ報道をインターネット上で聴くことができる。
【００２８】
　複数の放送局の中に、ライブイベントをカバーする唯一のオーディオストリームを生成
する純粋なラジオ放送局があるかもしれないことに留意されたい。明らかに、上記のイン
ターネットラジオ報道はまた、ライブイベントのオーディオストリームを提供する第２の
メディアサービスとしてサービスを提供することも可能である。
【００２９】
　自宅１３０のユーザーはテレビ１３１を持っている。テレビ１３１はセットトップボッ
クス１３２と接続されていても良く、接続されていなくても良い。これは、ユーザーが自
宅でテレビ放送を受信する方法によって異なる。受信は、衛星放送受信アンテナ１３３や
地上波受信用の屋外アンテナ１３４によって達成することが可能である。加えて、自宅は
、ケーブルネットワーク１１４への接続と、例えばケーブルネットワーク接続を介したイ
ンターネット１１５への接続を有している。あるいは、インターネット１１５への接続は
、ＤＳＬ接続で確立されても良い。自宅１３０では、ユーザーはまた、オーディオデバイ
ス１３５が使用可能であり、ラジオ放送を聞くことが可能である。同様に、テレビ１３１
のように、オーディオデバイス１３５は、ラジオ放送を受信するためにさまざまな種類の
接続方法がある。本例では、オーディオデバイス１３５は、衛星ラジオ、地上波放送、ケ
ーブルネットワーク１１４および／またはインターネット１１５を介してラジオ番組を受
信することが可能である。図１にオーディオデバイス１３５に接続された室内アンテナ１
３６が示されている。室内アンテナ１３６は、異なる実施形態においてオーディオデバイ
ス１３５が有しているインターネット、ケーブル、ＤＳＬおよびＷＬＡＮ接続などのすべ
ての有線または無線の他の種類の通信接続を代表している。最後に、ユーザーは自宅１３
０でオーディオ及びビデオデバイスを制御するための制御装置１３７を有している。
【００３０】
　ユーザーは、制御装置１３７を利用することによって、テレビ１３１の制御メニュー内
でオプション「副音声」を選択することにより、本発明に係る方法の実行を開始する。代
替の実施形態ではオプションの 「副音声」がデフォルトのオプションとして選択されて
いる。どちらの場合も、テレビとその制御ソフトウェアが現在選択されているＴＶチャン
ネル放送（以下において基準テレビチャンネルとも称する）がライブイベントであるか否
かのチェックを行う。この目的のためにテレビ１３１は、電子番組ガイド（ＥＰＧ）に要
求を送信する。電子番組ガイドは、テレビ１３１上でローカルに実行されているか、また
はテレビがインターネットに接続されている場合にはインターネット上のどこかのウェブ
サイト上で実行されているソフトウェアプログラムであり得る。両方の選択肢が可能であ
り、本発明を実行するために等しく適している。
【００３１】
　放送プログラムがライブイベントに対応している場合、テレビは利用可能なＥＰＧで、
アクセス可能で同じライブイベントをカバーする他の放送があるか否かを検索する。テレ
ビのソフトウェアが他の放送を探している間にユーザーには使用可能な追加のオーディオ
ストリームを示すウィンドウのテレビの画面上での表示を開始するオプションが有る。
【００３２】
　今日、ますます多くのユーザーがテレビに接続されユーザーへの第２の画面を提供する
タブレットコンピュータまたはスマートフォンのようなモバイルデバイスでＴＶを制御す
ることを好んでいる。モバイルデバイスにタッチスクリーンが装備されている場合は特に
、テレビ制御の柔軟性が向上する。従って、本発明は、以下においてテレビ１３１を制御
するためのモバイルデバイスに関して詳細に説明する。モバイルデバイスには、一方では
ＴＶ放送としてライブイベントを受信する大きなテレビ画面の内容を表示し、他方では、
より重要であるけれども、ユーザー制御のオプションと副音声機能に関連する追加情報を
提供するコントロールメニューを表示するディスプレイが装備されている。
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【００３３】
　図２は、テレビ１３１を制御するためのタブレットコンピュータ２０１を示している。
タブレットコンピュータ２０１には、筐体２０３に囲まれたディスプレイ２０２が装備さ
れている。筐体はタブレットコンピュータ２０１の機械、電気及び電子部品の全てを収容
する。筐体２０３は、ディスプレイ２０２の左側と右側に、タブレットコンピュータ２０
１を制御するためのコントロールボタン２０４を受け入れるためのいくらかのスペースを
提供している。
【００３４】
　前述のように、ディスプレイは、その左部分２０６にテレビ１３１の画面の内容を表示
している。その右側の部分のウィンドウ２０７は、「追加のオーディオストリーム」とい
うラベル付きで表示されている。ウィンドウ２０７は、ユーザーがウィンドウ２０７で覆
われているディスプレイの部分においても、ゲームで何が起こっているのかを見ることが
できるように半透明である。２人のサッカー選手がウィンドウ２０７の領域に表示されて
いる理由はこのためである。下の領域２０８は現在受信されている放送サービスのロゴを
示す左側部分２０９と時間バー２１１を含む右側部分２１０に分割されている。時間バー
２１１はその左端でゲームの開始時間、その右端で終了時間を示している。その上にゲー
ム自体に関する情報を提供するタイトルがある。試合の経過に応じてバーの左端から右端
にカーソル２１２が移動する。
【００３５】
　図２のウィンドウ２０７は空（「追加のオーディオストリーム」のラベルを除く）であ
り、特に、図２において二次的なオーディオソースの検索が始まったばかりであるため、
追加のオーディオストリームはまだ含まれていない。したがって、「検索中」の表示がウ
ィンドウ２０７に表示される。
【００３６】
　図３は、図２のタブレットコンピュータ２０１をもう一度示しているが、後の時点のも
のである。図３に示す状況では、追加のオーディオストリームの検索が、図２によって示
された状況に比べ、より進んでいる。追加のオーディオストリームが発見されると、直ち
にリストが更新される。特定された追加のオーディオストリームのプログラム名がリスト
に含まれている。図３では、２つのオーディオストリームは、どちらも「試行中」という
ステータスインジケータ３０１でマークされた「ＲＴＬ」および「 ＲＭＣ」として識別
される。
【００３７】
　図４は，二次的オーディオストリームとテレビ放送とを同期させるための非同期装置４
０１を示す概略ブロック図を示す。同期装置４０１は、手動および／または自動制御に応
答する可変遅延線４０２を含む。図８を参照し、手動制御について説明する。自動制御は
、処理システム４０３によって提供されている。第一に、処理システムは、第１および第
２のメディアサービスのオーディオストリームに含まれるすべてのメタデータおよび／ま
たはタグを使用している。そのような付加的な情報がない場合には処理システムは、２つ
のオーディオストリームにおける特徴的な可聴イベントを一致させることによってそれら
を同期させる。調整可能な遅延線４０２が二次的オーディオソースのオーディオ信号処理
経路（図４に図示せず）に挿入されている。遅延線４０２は、０～２秒の遅延を挿入する
ことができる。他の実施形態では、２秒の持続時間より短いか長い遅延を提供する他の遅
延線を挿入することができる。
【００３８】
　上記のようにオーディオ信号の伝送は通常テレビチャンネルのビデオ信号の伝送よりも
レイテンシが小さいため、ほとんどの場合、同期装置４０１がオーディオ信号処理径路に
存在している場合には、それで十分である。それにもかかわらず、本発明の特定の実施形
態では、さらに同期装置４０１が映像信号処理経路に設けられている。この実施形態は、
ビデオ信号を遅延させることにより、オーディオ信号を進めることを可能にする追加機能
を提供している。
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【００３９】
　リストされているオーディオストリームが完全に同期されるとすぐに、図５に示されて
いるように、独特のグラフィック状態インジケーター５０１「ＯＫ」でマークされる。ウ
ィンドウ２０７に合計４つの追加のオーディオストリームが表示される。最初の行の「Ｒ
ＴＬ」にステータスインジケータ「ＯＫ」が有る。ユーザーの人間工学的な体験を向上さ
せるために、表示インジケーター「ＯＫ」はウィンドウ２０７内で緑色で表示される。こ
のようにして、ユーザーは非常に簡単にすでに同期された追加のオーディオストリームを
認識することができる。ユーザーは情報を捕捉するために、ウィンドウ２０７内のいかな
る英数字の内容も読み取る必要はない。同期プロセス中に追加のオーディオストリームの
検索が続行される。
【００４０】
　図６は、再びタブレットコンピュータ２０１を示しており、図５より後の時点である。
追加のオーディオストリームの継続的な探索中にいくつかの詳細が発見され、ウィンドウ
２０７内のリストに表示される。リストの一番上に示された合計３つの追加のオーディオ
ストリームは正常に同期できた可能性が有り、ステータスインジケータ５０１「ＯＫ」で
標識されている。別の３つの追加のオーディオストリームについて同期プロセスが継続し
ており、この続く３つの追加のオーディオストリームはステータスインジケータ３０１「
試行中」でラベル付けされている。ステータスインジケータは「試行中」は、緑のステー
タスインジケータ「ＯＫ」から容易に区別できるように灰色で表示される。追加のオーデ
ィオストリームの同期処理が正常に行われない場合は、この特定のオーディオストリーム
は、ステータスインジケータ６０１「失敗」でマークされる。ステータスインジケータ６
０１「失敗」が赤色でディスプレイ２０２に表示される。その結果、三つの異なる同期状
態、すなわち、緑、灰色、赤の３つの異なる色を有する三つの異なるステータスインジケ
ータが表示される。結果として、ユーザーは非常に迅速にウィンドウ２０７で提示された
内容を認識することができる。難しい光の状況下で、これはユーザーが意図しない操作を
せずに間違い無くテレビを制御するのに役立つ。これは、高品質なユーザー体験をサポー
トするための明確な利点である。
【００４１】
　ユーザーがＴＶセット１３１の制御装置１３７または第二画面により、追加のオーディ
オストリームを選択することができる。特定のオーディオストリームを選択するために、
ユーザーは単にディスプレイ２０２上のオーディオストリームの名前に触れる。あるいは
、第二の画面が利用できない場合、ユーザーは、ＴＶセット１３１のリモートコントロー
ルを使用して、カーソルボタンでカーソルを上下に移動して目的のメディアサービスの名
前の上に合わせ、制御装置１３７のＯＫボタンを押してそれを選択することができる。こ
の時点で、追加のオーディオストリームはすでにユーザーに向けて再生される。
【００４２】
　本発明の一実施形態では、ユーザーは基準テレビチャンネルと同期されている追加のオ
ーディオストリームのみを選択することができる。図７ａは、ユーザーが追加のオーディ
オストリームを選択した後のウィンドウ２０７内のコントロールメニューを示している。
ウィンドウ２０７において、言語、ソース名、およびその他のプロパティのように選択し
た追加のオーディオストリームに関連するプロパティが表示される。これらのプロパティ
は、オーディオストリームが発見されたＥＰＧから、またはオーディオソース自体からイ
ンポートされる。
【００４３】
　基準のテレビチャンネルのオーディオの取り扱いを置き換えるために、ユーザーはウィ
ンドウ２０７の「確認」ボタン７０１をアクティブにする。ただし、ユーザーがこの段階
でパーソナルヘッドホン等のＡＵＸ音声出力に追加のオーディオストリームを出力するこ
とを決めることができる。ユーザーはコントロールボタン２０４の１つによって、このよ
うなコマンドを入力することができる。ユーザーがＡＵＸ音声出力を選択した後に「確認
」ボタン７０１をアクティブにした場合は、基準のテレビチャンネルのオーディオストリ
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ームは置き換えられない。したがって、２つの異なるオーディオストリームが利用可能で
ある。上記のような状況では、２人のユーザーがＴＶセット１３１の基準テレビチャンネ
ルで同一のビデオストリームを視聴する。ユーザーの１人はテレビ１３１のスピーカーで
再生された基準テレビチャンネルのオーディオストリームを聴取する。他のユーザーはテ
レビ１３１に接続したヘッドフォンで再生される追加のオーディオストリームを聴取する
。
【００４４】
　最後に、ユーザーが「リストに戻る」ボタン７０２を有効にすることによって、この選
択プロセスを終了することができることに留意されたい。
【００４５】
　本発明の別の実施形態では、ユーザーは、ステータスインジケータ「試行中」または「
失敗」を有する追加のオーディオストリームを選択することもできる。選択したオーディ
オストリームが図７ｂに表示されているもののように完全に同期化していない場合、ユー
ザーは「確認」ボタン７０１をアクティブにすることによって、選択プロセスを続行する
ことができる。次に、手動の同期方法が図８に示されるような専用のグラフィカルユーザ
ーインターフェースを表示することでユーザーに提供される。
【００４６】
　図８において、ウィンドウ２０７は基準テレビチャンネルと選択された追加のオーディ
オストリームの間の遅延を示すスライダー８０１を示している。スライダー８０１は－２
秒から＋２秒の範囲の遅延時間を提供する。負の遅延は、本文脈では音声信号がテレビ信
号に比べて進んでいることが理解されなければならない。実用的な実装では、音声信号を
進めることは、図４を参照しながら説明したように、音声信号に対してテレビ信号を遅延
させることにより達成される。ユーザーが追加のオーディオストリームを選択したときに
、スライダー８０１はポインタまたは指で、あるいは、従来のリモコンのカーソルボタン
でユーザーがシフトすることができる。図７ａに関連して既に述べたように、追加のオー
ディオストリームは、ユーザーがリストから追加のオーディオストリームを選択したとき
には既に再生されている。ユーザーは画面を見てオーディオ信号の再生を聴取すると同時
に、ビデオとオーディオストリームの間で十分な同期が達成されるまで、図８の左または
右にスライダー８０１を移動させることができる。
【００４７】
　ユーザーは、オーディオとビデオの間の同期に満足したとき、ＯＫボタン８０２をクリ
ックすることにより、音声の調整を有効化する。同時に、現在選択されているテレビチャ
ンネルと二次的オーディオソースの間の次の自動同期プロセスをスピードアップするため
に同期装置４０１の具体的な調整パラメータが不揮発性メモリに格納される。
【００４８】
　本発明に係る２つのメディアサービスを同期させるための方法は、ＴＶ視聴者がそのと
き視聴しているチャネルのオーディオストリームを、同じライブイベントを扱っている他
のチャンネルで利用可能な別のオーディオストリームに置き換えることを直感的で使いや
すく実現している。
　本発明は以下の態様を含む。
（付記１）
　オーディオ及びビデオストリームを有するビデオ及びオーディオベースの第１のメディ
アサービスと少なくとも１つのオーディオストリームを有する１つ又は複数の第２のメデ
ィアサービスとを同期させるための方法であって、前記第１のメディアサービスのオーデ
ィオストリームは前記第２のメディアサービスのオーディオストリームに対応しており、
　前記第１のメディアサービスを受信するステップと、
　少なくとも１つの第２のメディアサービスを受信するステップと、
　前記第１及び第２のメディアサービスのオーディオストリームの再生を同期させるステ
ップと、
　前記第１及び第２のメディアサービスのオーディオストリームの再生の現在の同期状態
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のステータスインジケータ（３０１、５０１、６０１）を表示するステップと、
を含む、前記方法。
（付記２）
　前記同期状態が変化した場合に前記ステータスインジケータ（３０１、５０１、６０１
）を更新するステップを更に含む、付記１に記載の方法。
（付記３）
　前記第２のメディアサービスのうちの１つを再生のために選択するステップを更に含む
、付記１に記載の方法。
（付記４）
　ディスプレイ（２０２）を搭載したモバイルデバイス（２０１）をテレビジョン受像機
（１３１）に接続するステップを更に含む、付記１に記載の方法。
（付記５）
　前記第１のメディアサービスのオーディオストリームに対応する第２のメディアサービ
スを電子番組ガイド（ＥＰＧ）で検索するステップを更に含む、付記１に記載の方法。
（付記６）
　前記電子番組ガイド（ＥＰＧ）から前記第２のメディアサービスのプロパティを表すデ
ータをインポートするステップを更に含む、付記５に記載の方法。
（付記７）
　前記第２のメディアサービスのうちの１つのプロパティを示す情報を表示するステップ
を更に含む、付記６に記載の方法。
（付記８）
　前記第１および第２のメディアサービスの再生を手動で同期させるステップを更に含む
、付記１に記載の方法。
（付記９）
　前記第１及び第２のメディアサービスの再生を自動的に同期させるステップを更に含む
、付記１に記載の方法。
（付記１０）
　前記第２のメディアサービスに含まれるオーディオフィンガープリント、メタデータ、
及び／又はタグを自動同期のために使用するステップを更に含む、付記９に記載の方法。
（付記１１）
　ディスプレイ上にスライダー（８０１）のグラフィカル表現を表示するステップと、
　前記第１及び第２のメディアサービスの手動の同期を得るためにスライダー（８０１）
の位置を調整するステップと、
を更に含む、付記８に記載の方法。
（付記１２）
　前記第１のメディアサービスと前記第２のメディアサービスとの間の同期を得るために
決定されたパラメータを格納するステップを更に含む、付記９から１１のいずれかに記載
の方法。
（付記１３）
　インターネット（１１５）、ケーブルネットワーク（１１４）、衛星放送、地上波放送
、ＤＳＬネットワーク、およびＷＬＡＮネットワークを介して前記第１及び第２のメディ
アサービスを提供するステップを更に含む、付記１に記載の方法。
（付記１４）
　前記第２のメディアサービスの再生のために代替出力を選択するステップを更に含む、
付記１に記載の方法。
【符号の説明】
【００４９】
１０１　画像部分
１０２　カメラ
１０３　光学カメラ部品
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１０４　カメラのマイク
１０５　レポーターのマイク
１０６　スタジオルーム
１０７　アップリンクアンテナ
１０８　衛星
１０９　基地局
１１０　衛星放送受信機
１１１　変調器
１１２　送信機
１１３　放送アンテナ
１１４　ケーブルネットワーク
１１５　インターネット
１１６　カメラ
１１７　カメラの光学部品
１１８　カメラのマイク
１１９　レポーターのマイク
１２０　スタジオルーム
１２１　アップリンクアンテナ
１２２　レポーター
１２３　テレビの画面
１２４　マイク
１２５　コンピュータ
１３０　自宅
１３１　テレビ
１３２　セットトップボックス
１３３　衛星放送受信アンテナ
１３４　屋外アンテナ
１３５　オーディオデバイス
１３６　室内アンテナ
１３７　制御装置
２０１　タブレットコンピュータ
２０２　ディスプレイ
２０３　筐体
２０４　コントロールボタン
２０６　ディスプレイ２０２の左側部分
２０７　ウィンドウ
２０８　底部領域
２０９　左側部分
２１０　右側部分
２１１　時間バー
２１２　カーソル
３０１　ステータスインジケータ「試行中」
４０１　同期装置
４０２　遅延線
４０３　処理システム
５０１　ステータスインジケータ「ｏｋ」
６０１　ステータスインジケータ「失敗」
７０１　「確認」
７０２　「リストに戻る」
８０１　スライダー
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